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報道関係各位 

 

学生が「推し活」で舞台の魅力を発信 
神道祭に向けた魅力発信および当日の解説パネル設置 

 

秋晴の候、貴社ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。日頃は大変お世話になっております。 

 

さて、本学総合経営学部観光ホスピタリティ学科脇園研究室では、松本市内の祭りで曳かれる「舞

台」（山車）を身近に感じていただくため、松本深志舞台保存会のご協力のもと、「推し活」をコンセ

プトとした魅力発信に取り組んでいます。四柱神社の神道祭に向けて、学生による SNS での発信を

行うとともに、10月 1日・2 日の舞台展示に合わせ、解説パネルを設置します。 

 
本プロジェクトでは、「この彫刻が好き」「舞台の雰囲気に惹かれる」といった関心を入口に、お気

に入りの舞台を見つけ、その魅力をきっかけに祭りへ足を運んでもらう、舞台の「推し活」を提案し

ます。学生が各舞台の魅力を伝え、祭りを支える人々と新たに関心を持つ人をつなぐことで、祭りへ

の参加や地域との継続的な関わりが生まれることを目指しています。 

 
学生たちは、舞台庫の見学や町会の方々への取材を通じて、舞台の造形や装飾の特徴、舞台を受け

継いできた人々の思いを伝える準備を進めています。Instagram「まつもと舞台部 #まつもと舞活

（@matsumoto_butai）」では、祭り前に各舞台の見どころや取材の様子を、当日には舞台の展示や曳

行の様子を紹介します。祭り後も、活動の振り返りや次年度の深志神社の天神祭に向けた取り組み

を発信していく予定です。 

 
当日の解説パネルには、各舞台の特徴や見どころに加え、学生自身が魅力を感じた「推しポイン

ト」を盛り込みます。初めて祭りを訪れる方にも、実物をじっくり眺め、自分なりの「推し」を見つ

けていただけるよう、SNS での事前発信と会場での鑑賞をつなぎます。 

 
つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、報道関係各社様を通して、本学学生による地域の

魅力発信の取り組みについて広くご紹介いただきたく、取材方よろしくお願いいたします 

 
 

記 

 

・日 時：2026 年 10 月 1 日（木）9 時ごろ～2 日（金） 15 時ごろまで   

・場 所：大手門桝形広場／松本市立博物館前  

・SNS：Instagram 「まつもと舞台部 #まつもと舞活（@matsumoto_butai）」 

・実施：松本大学 総合経営学部 観光ホスピタリティ学科 脇園研究室 

 
以上 


